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平成1９年度決算の概要
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（※）建物以外、公簿地目で分類しています ※基金は、大口定期預金・国債等で運用しています。

　市では、財政事情を市民のみなさんに知っ
ていただくため、年２回財政状況を公表してい
ます。今回は、平成１９年度の決算の概要と、平
成２０年度上半期の予算執行状況などについて
お知らせします。

わがまちの財政事情わがまちの財政事情わがまちの財政事情

　

平
成
19
年
度
の
市
の
決
算
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。一
般

会
計
と
４
つ
の
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
額
は
、
歳
入
が
590
億
１

２
３
３
万
円
（
前
年
度
比
5.9
％

増
）、
歳
出
が
565
億
４
５
１
８
万

円（
同
7.6
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計

　

歳
入
は
361
億
６
０
５
６
万

円（
6.7
％
増
）、
歳
出
は
341
億
５

６
８
４
万
円（
7.9
％
増
）と
、
と

も
に
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
増
額
は
、
市
税
が
４

年
連
続
増
加
し
、
過
去
最
高
の

227
億
６
５
４
６
万
円
（
8.9
％

増
）と
な
っ
た
こ
と
、国
・
県
支

出
金
が
55
億
６
０
２
０
万
円

（
9.6
％
増
）
と
な
っ
た
こ
と
が

主
な
理
由
で
す
。ま
た
市
債
は

15
億
７
１
７
０
万
円（
14
・
６
％

増
）と
な
っ
た
も
の
の
、依
然
と

し
て
借
入
額
を
抑
制
し
ま
し

た
。

　

ま
た
歳
出
の
増
額
は
、
扶
助

費
の
増
加
に
伴
い
民
生
費
が
89

億
２
３
１
７
万
円（
5.3
％
増
）と

な
っ
た
ほ
か
、
東
柏
ケ
谷
小
学

校
増
改
築
事
業
な
ど
に
よ
り
教

育
費
が
54
億
１
５
３
９
万
円

（
26
・
６
％
増
）と
な
っ
た
こ
と

が
主
な
理
由
で
す
。

◇
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
は
3.9
％
増
、
歳
出
は

6.2
％
増
と
な
り
ま
し
た
。歳
入

は
、
共
同
事
業
交
付
金
が
９
億

365
万
円（
57
・
６
％
増
）、
歳
出

は
、
共
同
事
業
拠
出
金
が
９
億

３
１
１
３
万
円（
74
・
８
％
増
）

と
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
へ
の
費
用
が
大
き
く
増
加
し

ま
し
た
。

下
水
道
事
業

　

歳
入
は
1.2
％
増
、
歳
出
は

6.3
％
増
と
な
り
ま
し
た
。下
水

管
清
掃
、
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
等

の
実
施
、
市
内
の
幹
線
・
枝
線

工
事
を
行
い
、
公
共
下
水
道
の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し

た
。ま
た
、汚
水
管
布
設
工
事
を

182
㍍
、
雨
水
幹
線
・
排
水
路
工

事
を
１
８
４
８
㍍
施
工
し
ま
し

た
。

老
人
保
健
医
療
事
業

　

歳
入
は
6.2
％
増
、
歳
出
は

7.9
％
増
と
な
り
ま
し
た
。歳
出

で
は
、
医
療
給
付
費
と
医
療
費

支
給
費
の
支
出
額
が
、
総
支
出

額
の
95
・
７
％
を
占
め
て
い

ま
す
。な
お
、
老
人
保
健
受
給

者
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

の
支
給
額
は
約
67
万
円
（
11
・

７
％
増
）で
す
。

介
護
保
険
事
業

　

歳
入
は
7.7
％
増
、
歳
出
は

10
・
０
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
う
ち
、
介
護
保
険
料
が

全
体
の
23
・
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。歳
出
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
諸
費
が
全
体
の
86
・
８
％

を
占
め
て
い
ま
す
。な
お
、
介

護
保
険
料
の
収
納
率
は
96
・

３
％
で
し
た
。

平成１９年度各会計別決算
対前年度
伸率(％)会　　計　　名

一　般　会　計

歳入決算額 対前年度
伸率(％) 歳出決算額

361億6,056万円

103億2,296万円

36億8,178万円

49億4,651万円

39億52万円

228億5,177万円

590億1,233万円

341億5,684万円

102億5,014万円

34億3,405万円

49億4,449万円

37億5,966万円

223億8,834万円

565億4,518万円

6.7 

3.9 

1.2 

6.2 

7.7 

4.6 

5.9 

7.9 

6.2 

6.3 

7.9 

10.0 

7.2 

7.6 

国民健康保険事業

下  水  道  事  業

介 護 保 険 事 業

老人保健医療事業

小　　　計

合　　　　　計

問　財政課  （☎235 ・ 8453）

　平成２０年度予算の執行状況は、下表のとおりです。支払準
備金の余裕資金は、大口定期預金等で運用しています。
　なお、年度内に歳計現金が不足した場合、それを補うために
借り入れる「一時借入金」の現在高は、９月３０日現在ありません。

平成20年度予算の執行状況
（9月30日現在）

一般会計 歳入

一般会計 歳出

特別会計

　 款 　
市 税
地 方 譲 与 税
交 付 金 等
地 方 交 付 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
市 債
　 合 計 　

　予 算 現 額　
223億 9,466 万円
3億 2,000 万円
20億 1,700 万円

2,076 万円
4億 1,362 万円
3億 4,417 万円
42億 6,225 万円
17億 6,911 万円
3億 3,219 万円

425 万円
14億 2,036 万円
20億 372 万円
5億 301 万円

20億 6,250 万円
378 億 6,760 万円

執 行 率（％）
56.9 
29.2 
55.0 
0.0 
35.6 
57.8 
18.9 
32.2 
22.0 
65.4 
0.1 

100.0 
16.7 
12.4 
47.8 

執 行 率（％）
48.2 
42.5 
44.3 
46.0 
93.5 
39.9 
49.9 
23.0 
31.7 
41.4 
0.0 
47.2 
15.6 
0.0 
38.1 

　 款 　
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
　 合 計 　

国民健康保険事業
下 水 道 事 業
老人保健医療事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
　 合 計 　

市 庁 舎
消 防 施 設
学 校
公 営 住 宅
保 育 園
児 童 館
公 民 館
公 園
その他の施設
 小 計  
 田  
 畑  
宅 地
雑 種 地
その他の地目
建 物
 小 計  

財 政 調 整 基金

奨 学 金 基 金

まご ころ 基 金

み ど り 基 金

市営住宅建設基金

新まちづくり基金

市債管理基金

25億 1,198 万円

1億 962 万円  〃  

現金・債券

現 金

 〃  

現金・債券

 〃  

現 金

 〃  

 〃  

5,442 万円

937 万円

3億4,711万円

53億 7,749 万円

5,500 万円

3億8,479万円

3億8,444万円

国 民 健 康保険
財政調整基金

介護保険給付費等
準 備 基 金

17,022.46 
15,968.99 
341,501.00 
15,680.58 
9,232.48 
2,043.84 

0.00 
360,647.93 
168,926.43 
931,023.71 

812.85 
4,641.30 
21,714.32 
8,195.09 
3,511.92 

38,875.48 
969,899.19 

15,878.50 
5,620.18 

120,445.83 
4,036.73 
2,257.64 
333.42 
1,866.25 
21,015.36 
59,720.74 
231,174.65 

459.39 
459.39 

231,634.04 

117 億 279 万円
38億 1,602 万円
7億 5,647 万円
44億 1,512 万円
8億 4,036 万円
215億3,076万円

　

47億 7,021 万円
12億 4,304 万円
5億 2,911 万円
19億 5,833 万円
3億 9,088 万円
88億 9,157 万円

　

46億 7万円
12億 692 万円
4億 5,932 万円
16億 5,340 万円
2億 9,031 万円
82億 1,002 万円

40.8
32.6
69.9
44.4
46.5
41.3

39.3
31.6
60.7
37.4
34.5
38.1

　予 算 現 額　
3億 409 万円

45億 1,235 万円
103 億 2,512 万円
27億 8,084 万円
2億 3,613 万円
2億 5,811 万円
2億 9,241 万円
91億 3,645 万円
23億 8,201 万円
44億 6,262 万円

1,000 万円
27億 2,092 万円
3億 8,923 万円

5,732 万円
378 億 6,760 万円

　収 入 済 額　
127億 3,760 万円

9,351 万円
11億 1,031 万円

0円
1億 4,727 万円
1億 9,885 万円
8億 641 万円
5億 6,925 万円

7,319 万円
278 万円
162 万円

20億 372 万円
8,410 万円

2億 5,600 万円
180 億 8,461 万円

　支 出 済 額　
1億 4,648 万円
19億 1,873 万円
45億 7,030 万円
12億 7,798 万円
2億 2,086 万円
1億 290 万円
1億 4,603 万円
21億 20万円
7億 5,517 万円
18億 4,946 万円

0円
12億 8,380 万円

6,070 万円
0円

144 億 3,261 万円

会 計 名

区 分 区 分会計

合 計

土 地 建 物 基 金 名 現 在 高 現 在 高備 考

予算現額A

歳 入 歳 出

収入済額
B

支出済額
C

執行率
B／A
（％）

執行率
C／A
（％）

〔市有財産〕 〔基　金〕 〔市　債〕（単位：㎡）

行

政

財

産

普

通

財

産
（※

）

一

般

会

計

特

別

会

計

総 　 　 務 　 　 債

民 　 　 生 　 　 債

衛 　 　 生 　 　 債

土 　 　 木 　 　 債

消 　 　 防 　 　 債

教 　 　 育 　 　 債

住民税等減税補てん債

臨 時 財 政 対 策 債

　 合 　 　 　 計 　

　 合 　 　 　 計 　

下 水 道 事 業 

20 億 7,686 万円

2億 6,030 万円

5億 661 万円

81億 7,200 万円

2億 680 万円

21億 244 万円

38億 6,310 万円

40億 977 万円

211億 9,788万円

124億 1,245万円

25億 3,813 万円

149億 5,058万円

公 共 下 水 道 債

流 域 下 水 道 債

財
産
な
ど
の
状
況

ー 

９
月
30
日
現
在 

ー

主 な 実 施 事 業主 な 実 施 事 業主 な 実 施 事 業
平成１９年度

○防犯拠点施設整備事業費 １，２９３万円
　さがみ野駅前に防犯拠点「さがみ野安全安心ステーション」を開設しました。警察
ＯＢである安全安心指導員が常駐し、地域の安全確保の強化を図っています

○病後児保育運営事業費 ９５８万円
　保育所内の病後児保育室で、病気回復期の子どもを一時的に保育し、保
護者の子育てと就労の両立・児童の健全育成を支援しました

○学校周辺道路安全対策事業費 ４，２３２万円
　子どもたちを交通事故の危険から守るため、小学校周辺の路側帯にカ
ラー舗装を行い、運転者に安全運転への注意を喚起しました

○景観推進事業費 ５０３万円
　海老名らしい景観を守り育てていくため、景観基本計画を策定しました。景観行
政団体へ移行し、景観推進計画の策定・景観条例の制定を目指します

○外国語教育推進事業費 ２，０９８万円
　小中学校で外国人講師による英語の授業を行い、コミュニケーション能力
の基礎を培うとともに国際文化への関心や理解を深めました

○屋内プール無料開放事業費 ８３９万円
　監視・管理体制が整った運動公園・北部公園・高座清掃施設組合の屋
内プールを、小学生と同伴の保護者に無料開放しました

○都市ブランド事業費 １５５万円
　市の魅力を積極的に発信するため、インターネット放送局の開設、都市ブラ
ンドロゴマークの作成・都市ブランド推進基本計画の策定を行いました

○発達障がい者支援事業費 ５０万円
　発達障がい者の方とその家族の相談場所・居場所作りなど、県内でも先
駆的な支援に取り組みました

○市民農園整備事業費 １２５万円
　農家から借りた土地を市民農園として市民に貸し出し、農業体験の機会
の提供と遊休農地の有効活用を図りました

○鉄道立体交差事業費 7 億４，９４３万円
　小田急線と都市計画道路下今泉門沢橋線（県道）および河原口勝瀬線
（市道）の立体交差事業について、協定に基づく費用負担を行いました

○海老名駅自由通路整備（小田急相鉄駅舎部）事業費 10 億９，８８８万円
　海老名駅の東西市街地の一体化、バリアフリー化の推進と安全性・利便
性の向上を図るため、海老名駅自由通路の整備を進めました

○中学校空調設備整備事業費 ４，３７３万円
　平成19・20年度の 2年間で中学校の普通教室に冷暖房を完備します。
19年度は設計と工事の一部に着手しました

消防費
18億9,357万円
衛生費

25億5,855万円

総務費
41億4,683万円

土木費
65億440万円

民生費
89億2,317万円

議会費　2億9,226万円
諸支出費　11億2,101万円

労働費
2億3,356万円

商工費
2億2,073万円

教育費
54億1,539万円

公債費
26億2,668万円

農林水産業費
2億1,838万円  
災害復旧費231万円

その他
28億1,883万円

地方消費税交付金
11億9,557万円県支出金

15億2,173万円
市債

15億7,170万円

繰越金
22億4,880万円

国庫支出金
40億3,847万円

市税
227億6,546万円

歳　　　　入
361億6,056万円

一般会計の内訳

◇歳入 286,570円
◇歳出 270,691円

※一般会計の歳入・歳出決算額をそれぞれ人口126,184人
　（平成20年4月1日現在）で割った金額です。また、割合は
　小数点第2位以下四捨五入で算出  

70,716円（26.1%）

51,547円（19.0%）

42,917円（15.9%）

32,863円（12.1%）

20,816円（ 7.7%）

20,276円（ 7.5%）

15,007円（ 5.5%）

8,884円（ 3.3%）

2,316円（ 0.9%）

1,851円（ 0.7%）

1,749円（ 0.7%）

1,731円（ 0.6%）

18円（ 0.0%）

福祉・社会生活保障に（民生費）

道路・公園・計画的なまちづくりに（土木費）

学校や生涯学習に（教育費）

行政の運営に（総務費）

市債の元金や利子の償還に（公債費）

保健・ごみ処理などに（衛生費）

防災や救急などに（消防費）

基金の積み立てなどに（諸支出金）

議会の運営などに（議会費）

雇用対策などに（労働費）

商工業の振興などに（商工費）

農業・園芸の振興などに（農林水産業費）

災害後の原状復帰のために（災害復旧費）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
20
年
４
月
１
日
一
部
施

行
。以
下
、「
財
政
健
全
化
法
」）」の
規
定
に

よ
り
、
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
、
自
治
体
ご

と
に
「
財
政
の
健
全
性
」
を
判
断
す
る
健
全

化
判
断
比
率（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
の
４
指
標
）と
公
営
企
業
の
資
金
不
足

比
率
を
算
定
・
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

算
定
の
結
果
、い
ず
れ
の
比
率
も
国
が
定

め
た
早
期
健
全
化
基
準（※

１
）、経
営
健
全

化
基
準（※

２
）を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

本
市
の
財
政
の
健
全
性
は
、財
政
健
全
化
法

上
も
問
題
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
１　

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
、早
期
健
全
化
計
画

　

を
定
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
基
準

※

２　

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
、経
営
健
全
化
計
画

　

を
定
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
基
準

　

 

①
実
質
赤
字
比
率…

一
般
会
計
の
実
質
的
な
赤
字

　

 　

の
程
度
を
比
率
化
し
た
も
の

　

 

②
連
結
実
質
赤
字
比
率…

一
般
会
計
お
よ
び
４
特

　

 　

別
会
計
の
赤
字
・
黒
字
を
合
算
し
た
、
会
計
全
体

　

 　

の
実
質
的
な
赤
字
の
程
度
を
比
率
化
し
た
も
の

　

 

③
実
質
公
債
費
比
率…

一
般
会
計
が
負
担
す
る
公

　

 　

債
費
お
よ
び
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
の
程
度
を

　

 　

比
率
化
し
た
も
の

　

 

④
将
来
負
担
比
率…

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ

　

 　

き
実
質
的
な
負
債
（
市
債
残
高
や
退
職
手
当
支

　

 　

給
予
定
額
な
ど
）の
程
度
を
比
率
化
し
た
も
の

　

 

⑤
資
金
不
足
比
率…

公
営
企
業
で
あ
る
下
水
道
事

　

 　

業
特
別
会
計
の
資
金
不
足
額
の
程
度
を
比
率
化

　

 　

し
た
も
の

　

 ※

各
比
率
は
、
本
市
の
特
別
会
計
の
設
置
状
況
等

　

 　

に
即
し
て
表
記
し
て
い
ま
す

【健全化判断比率】

【資金不足比率】

健全化判断比率
（下段は市の基準値＝早期健全化基準） 備　考

資金不足比率  ⑤
（下段は市の基準値＝経営健全化基準）公営企業会計名 備　考

実質赤字比率  ①
̶

（12.11％） 赤字はありません

連結実質赤字比率  ②
̶

（17.11％） 赤字はありません

将来負担比率  ④
̶

（350.0％） 計上されません

資金不足はありません

実質公債費比率  ③ 3.2％
（25.0％）

下水道事業特別会計
̶

（20.0％）

歳　　　　出
341億5,684万円

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

（
か
っ
こ
内
は
対
18
年
度
比
）


